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磐
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域
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貌

田

中

丘主
」王己

i古

付
、
緒
言
:
:
:
此
の
研
究
は
三
陸
|
常
磐
地
域
の
海
区
、
す
な
わ
ち
太
平
洋
北
区
の
漁
業
が
地
域
的
に
そ
の
発
達
過
程
の
系
列
の
各
段

階
に
お
い
て
如
何
な
る
経
済
構
造
を
示
し
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
、
現
在
如
何
な
る
意
義
を
持
っ
て
い
る
か
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
此
の
地
域
は
村
落
共
同
体
的
な
古
い
型
の
沿
岸
根
付
漁
業
よ
り
独
占
資
本
に
よ
る
大
企
業
の
遠
洋
漁
業
に
い
た
る
ま
で
の
各
段

三陸常磐の漁業地域の変貌独鰹磐

階
の
漁
業
が
分
布
し
て
い
て
漁
業
地
域
の
変
貌
を
複
雑
、
多
様
に
示
し
て
い
る
。
本
稿
は
筆
者
の
非
力
に
よ
り
之
の
現
状
を
明
快
確
実
に

系
統
化
す
る
事
は
出
来
難
い
の
で
あ
る
が
調
査
結
果
の
大
要
を
記
し
て
報
告
し
、
大
方
の
批
正
を
望
み
後
日
の
成
稿
を
望
み
つ
つ
記
し
た

も
の
で
あ
る
。

同
、
研
究
方
法
:
:
:
歴
史
的
発
展
段
階
を
異
に
す
る
漁
業
の
現
在
分
布
と
そ
の
大
略
の
沿
革
を
調
査
す
る
た
め
「
共
同
体
規
制
の
沿
岸

漁
業
の
現
状
と
沿
革
」

「
資
本
制
沖
合
諒
業
の
船
籍
と
水
揚
高
」

「
独
占
資
本
主
義
の
経
営
体
施
設
と
事
業
実
態
」

「
漁
港
別
魚
種
別
漁

獲
高
」
を
内
容
と
す
る
調
査
書
を
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・
茨
城
の
各
県
の
水
産
課
、
漁
業
調
整
委
員
会
、
地
方
事
務
所
、
市
町
村

役
場
、
水
産
庁
出
先
機
関
、
県
漁
連
、
主
要
漁
協
、
水
産
高
校
、
水
産
試
験
場
、
在
地
研
究
者
に
照
会
す
る
と
共
に
、
水
産
五
社
を
始
め

主
要
水
産
会
社
に
、

新
株
発
行
日
論
見
書
の
送
付
を
求
め
た
。
一
照
会
発
送
文
書
九
二
通
、
史
料
照
会
三
六

会
社
概
要
、

営
業
報
告
書
、
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通
、
計
一
二
八
通
の
照
会
に
対
し
、
前
者
七
六
通
、
後
者
二
四
通
の
回
答
を
得
た
。
実
地
調
査
は
一
九
五
五
年
五
月
、

一
九
五
六
年
四
月
、



の
で
あ
る
。
後
者
は
漁
場
は
部
落
所
有
、
利
用
も
部
落
共
用
、
収
獲
は
特
定
の
方
法
で
部
落
民
に
分
配
と
言
う
も
の
で
従
来
共
産
的
入
会
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漁
業
権
と
称
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
育
成
県
尻
屋
一
@
の
例
に
つ
い
て
は
か
な
り
以
前
か
ら
報
告
も
出
て
い
る
こ
と
は
衆
知
の
如
く
で

あ
る
。
此
の
種
の
も
の
と
し
て
岩
手
県
九
戸
海
岸
の
小
袖
地
区
に
亘
っ
て
存
在
し
た
と
現
地
で
き
い
た
が
今
は
明
で
な
い
。
近
世
沿
岸
漁

村
で
も
っ
と
も
普
通
で
あ
っ
た
の
は
個
人
的
部
落
入
会
漁
業
権
で
全
地
域
に
普
く
分
布
し
て
い
た
と
称
し
て
も
過
言
で
な
い
。
し
か
し
そ

れ
が
濃
厚
に
分
布
し
存
続
し
て
来
た
地
域
は
採
藻
採
介
上
に
資
源
的
に
も
恵
ま
れ
、
そ
の
資
源
の
開
発
を
長
崎
俵
物
の
生
産
と
し
て
発
展

し
得
た
い
わ
ゆ
る
北
上
の
リ
ヤ
ス
式
海
岸
地
帯
で
あ
る
。

共
同
所
有
の
領
域
で
あ
る
海
面
を
「
口
明
」

「
口
開
」
の
日
を
限
り
出
掠
を
許
し
、
そ
れ
以
外
の
日
の
出
漁
を
禁
じ
、
財
源
と
し
て
の

地
先
の
枯
渇
を
防
い
だ
。
大
槌
浦
近
村
の
嘉
永
七
年
の
儀
定
書
@
に

「
此
度
四
ケ
村
当
船
頭
寄
合
え
上
及
相
談
に
侯
上
は
太
め
の
こ
は
勿
論
な
み
若
布
み
だ
り
に
苅
取
候
事
堅
く
吟
味
を
遂
げ
置
候
、
尤
も

年
々
時
の
定
日
に
相
至
侯
節
は

:
:
j
i
-
-
早
速
為
相
知
可
申
候
:
:
:
:
:
:
定
相
破
候
者
有
之
候
は
ば
其
村
一
統
め
の
こ
苅
取
事
成
問
敷

イ民
事
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と
あ
る
は
そ
の
精
神
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
沿
岸
性
定
着
魚
介
藻
に
対
し
て
は
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
此
の
原
則
は
共
通
し
て
い
る
。

知
行
漁
業
権
で
は
大
槌
の
吉
田
昌
吉
里
の
漁
業
権
が
そ
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
@
此
所
で
は
芳
賀
氏
が
南
部
候
よ
り
漁
業
権
を
知

行
さ
れ
て
い
た
。
元
来
知
行
漁
業
権
は
農
業
生
産
力
の
低
い
松
前
藩
で
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
南
部
候
が
之
を
自
領
に
採
用
し
た
形
態

で
あ
る
。
現
実
の
稼
業
は
地
元
有
力
者
又
は
商
人
請
負
の
形
で
行
な
わ
れ
、
前
期
的
商
業
資
本
発
生
の
核
と
な
っ
て
い
る
。

個
人
漁
業
権
の
う
ち
地
元
豪
族
の
持
っ
て
い
る
地
頭
漁
業
権
と
し
て
の
例
は
九
戸
の
侍
浜
に
お
け
る
久
惑
氏
の
そ
れ
が
あ
る
。
南
部
落

か
ら
古
い
家
柄
の
故
を
以
っ
て
地
先
漁
業
権
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
地
頭
は
之
を
名
子
労
働
に
よ
っ
て
経
営
し
た
の
で
あ
る
。



一
九
五
七
年
八
月
の
三
回
に
亘
っ
て
延
二
七
日
実
施
し
た
。
中
間
報
告
の
形
態
で
此
の
調
査
の
一
部
は
一
九
五
六
年
及
び
一
九
五
九
年
の

日
本
地
理
学
会
春
季
大
会
で
二
回
に
亘
っ
て
報
告
し
た
。
此
の
間
に
あ
っ
て
岩
手
県
水
産
課
、
塩
釜
市
役
所
、
盛
岡
二
高
釜
沢
勲
氏
、
東

大
農
学
部
浜
崎
礼
三
氏
よ
り
は
特
に
多
く
の
教
示
を
う
け
た
。
記
し
て
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

国
、
前
近
代
的
漁
業
形
態
:
:
:
此
の
地
域
の
漁
業
構
造
の
分
析
、
そ
の
発
展
の
経
過
を
検
討
す
る
た
め
に
は
各
漁
業
の
歴
史
的
性
格
を

概
観
す
る
必
要
が
あ
る
。
倍
、
近
代
の
漁
業
構
造
の
成
立
に
当
て
っ
そ
の
基
底
の
歴
史
的
条
件
と
な
っ
た
古
い
型
の
漁
業
は
一
応
近
世
封

建
社
会
の
漁
業
権
の
内
容
を
通
じ
て
把
握
出
来
る
。
近
世
以
前
に
お
い
て
は
漁
業
は
商
品
経
済
発
展
の
未
熟
の
た
め
に
経
済
的
に
地
域
的

発
展
を
と
げ
て
い
ず
、

か
り
に
相
当
の
発
展
が
あ
っ
た
と
し
て
も
一
応
近
世
の
漁
業
権
の
中
に
吸
収
昇
華
さ
れ
て
い
る
。
従
て
っ
漁
業
構

造
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
近
世
の
地
先
漁
業
権
の
検
討
よ
り
始
め
て
大
過
な
い
と
考
え
る
。
森
博
士
①
、
釜
沢
氏
②
の
研
究
に
よ
る
と
三

陸
常
磐
の
古
い
形
態
の
漁
業
は
製
塩
と
突
魚
、
釣
、
採
藻
採
介
で
い
づ
れ
も
沿
革
浦
浜
の
地
先
を
稼
業
地
域
と
し
て
い
て
、
製
塩
業
は
九

三陸常磐の漁業地域の変貌

世
紀
に
は
農
富
な
北
上
山
地
の
燃
料
を
背
景
と
し
て
陸
中
か
ら
陸
前
に
か
け
て
発
達
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
延
喜
式
に
は
昆
布
が
陸
前

か
ら
の
貢
納
品
と
し
て
見
え
る
が
、
陸
中
、
陸
奥
方
面
の
豊
富
な
資
源
は
ま
だ
此
の
時
代
に
は
開
発
せ
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
漁
業
権

の
構
造
が
や
や
明
ら
か
に
な
る
の
は
十
六
世
紀
以
降
で
、
十
八
世
紀
末
に
は
か
な
り
の
種
類
に
漁
業
権
が
分
化
し
て
い
る
。

近
世
初
頭
の
三
陸
常
磐
の
一
般
的
な
漁
業
権
の
種
類
は
川
魚
漁
業
権
、
地
先
漁
業
権
、
沖
合
漁
業
権
の
三
種
に
大
別
出
来
る
が
、
地
先

漁
業
権
は
封
建
領
主
か
ら
個
人
が
特
定
の
漁
業
権
を
う
け
る
個
人
漁
業
権
と
封
建
領
主
が
漁
業
権
を
持
っ
て
い
て
そ
れ
を
家
臣
に
知
行
と

し
て
与
え
る
知
行
漁
業
権
(
式
士
は
そ
れ
を
一
定
の
運
上
金
で
地
元
の
漁
民
に
与
え
て
収
入
を
得
る
)

と
入
会
漁
業
権
と
で
あ
る
。
入
会
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漁
業
権
は
い
わ
ゆ
る
村
落
共
同
体
論
の
基
底
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
内
容
は
二
種
に
大
別
出
来
る
。
個
人
的
部
落
入
会
漁
業
権

と
部
落
入
会
の
共
同
形
能
の
掠
業
権
の
二
で
あ
る
。
前
者
は
漁
場
は
部
落
の
所
有
で
あ
る
が
利
用
の
場
合
は
漁
民
が
個
々
に
利
用
す
る
も



入
会
漁
業
権
と
知
行
漁
業
権
、
地
頭
漁
業
権
と
の
性
格
上
の
差
は
前
者
は
共
同
体
的
、
後
者
は
個
人
的
で
あ
る
点
で
あ
る
が
そ
の
経
済
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的
展
開
の
上
に
お
い
て
如
何
な
る
特
色
が
あ
ろ
う
か
、
入
会
漁
業
権
は
限
ら
れ
た
資
源
の
共
同
体
的
採
取
に
な
る
か
ら
入
会
者
の
年
間
生

計
補
助
と
し
て
の
意
義
が
大
で
商
品
経
済
へ
の
発
展
は
比
較
的
困
難
な
も
の
で
何
等
か
の
外
部
的
条
件
の
変
化
が
な
け
れ
ば
自
給
的
経
済

の
段
階
に
停
滞
し
易
い
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
沖
口
漁
業
権
に
つ
い
て
み
よ
う
、
之
は
零
細
経
営
で
は
困
難
な
稼
業
で
あ
る
か
ら
有
力
な
業
者
が
藩
侯
の
免
許
を
う
け
て
独
占

的
に
そ
の
権
利
を
得
る
。
南
部
藩
で
は
一
割
の
税
を
課
し
て
特
定
の
も
の
に
許
可
し
た
の
で
十
分
の
一
漁
業
権
と
称
し
た
①
。

刷
、
俵
物
生
産
の
発
達
と
漁
業
地
域
:
:
:
三
陸
常
磐
に
お
け
る
漁
業
の
生
業
と
し
て
の
成
立
は
近
世
商
業
資
本
に
随
伴
し
て
行
な
わ
れ

た
。
江
戸
へ
の
海
産
物
の
輸
送
は
慶
長
七
年
、
大
槌
の
豪
族
、
大
槌
孫
八
郎
が
鮭
、
昆
布
、
組
、
串
貝
を
商
船
に
よ
っ
て
送
っ
た
と
あ
る
。

や
や
遅
れ
て
大
船
渡
の
鈴
木
伝
七
郎
が
イ
リ
コ
を
出
荷
し
て
い
る
。
徳
川
初
期
に
は
江
戸
か
ら
買
船
が
来
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

地
元
の
廻
送
問
屋
が
活
躍
す
る
の
は
元
禄
以
降
の
如
く
で
大
槌
の
吉
良
吉
里
善
兵
衛
、
気
仙
の
南
部
屋
、
久
慈
の
嵯
峨
氏
、
釜
石
の
佐

野
氏
、
山
田
の
貫
洞
氏
、
宮
古
の
豊
島
屋
、
田
名
部
の
菊
地
氏
等
が
中
期
以
後
活
躍
す
る
。
然
ら
ば
徳
川
中
期
以
降
何
故
に
三
陸
漁
村
の

商
品
化
が
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
、
勿
論
慶
安
年
間
以
降
江
戸
が
近
世
的
平
和
都
市
と
し
て
充
実
し
、
消
費
経
済
が
進
行
し
各
地
よ
り
魚

介
藻
が
大
量
に
移
入
せ
ら
れ
た
事
が
三
陸
漁
村
を
刺
戟
し
そ
の
生
産
を
増
大
せ
し
め
た
事
が
基
底
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
事
実
は
何
で

あ
ろ
う
か
。

徳
川
中
期
以
降
明
治
初
期
ま
で
の
三
陸
各
地
の
移
出
品
を
調
べ
て
み
る
と
例
外
な
く
煎
海
鼠
、
千
飽
、
鯖
が
そ
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

明
治
初
年
の
宮
古
の
移
出
総
額
十
九
万
円
の
う
ち
暢
六
万
円
、
干
飽
二
万
円
、
鮪
二
万
円
と
あ
る
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
@

千
飽
、
煎
海
鼠
、
鶴
、
昆
布
は
衆
知
の
如
く
徳
川
中
期
以
降
、
幕
府
が
官
営
事
業
と
し
て
対
華
輸
出
を
行
っ
た
貿
易
品
の
大
宗
で
い
わ



ゆ
る
「
長
崎
俵
物
」
@
で
あ
る
。
長
崎
佼
物
は
元
禄
以
降
全
国
に
指
令
し
て
幕
府
自
ら
集
荷
し
た
が
そ
の
大
生
産
地
は
松
前
と
三
陸
で
あ

っ
た
。
寛
政
年
間
の
記
録
で
は
松
前
、
南
部
、
津
軽
で
総
生
産
額
の
二
五
%
を
生
産
し
て
い
る
。
三
陸
に
お
け
る
生
産
地
を
問
屋
の
分
布

か
ら
調
べ
て
み
る
と
、
田
名
部
、
河
内
、
佐
井
、
大
畑
、
右
畑
、
野
辺
地
、
八
戸
、
鮫
、
久
慈
、
国
分
、
八
日
町
、
吉
里
吉
豆
、
宮
古
が

あ
げ
ら
れ
、
幕
末
嘉
永
元
年
の
南
部
落
産
物
調
に
は
船
越
、
吉
田
弘
吉
思
、
鰍
ケ
崎
、
野
辺
地
、
横
浜
、
門
馬
、
田
名
部
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
更
に
後
文
に
海
鼠
は
海
中
の
人
参
と
称
せ
ら
れ
、
宮
城
の
北
の
海
に
て
こ
れ
を
取
り
、
名
取
よ
り
南
に
不
出
、
別
市
気
仙
に
多
し
と

記
さ
れ
て
い
る
。

此
の
地
域
の
長
崎
俸
物
の
総
支
配
人
は
江
戸
の
鮫
毘
忠
助
で
前
記
の
地
元
の
十
問
屋
と
結
び
集
荷
し
た
。
三
陸
全
域
で
煎
海
鼠
二
十
万

斤
、
干
飽
十
六
万
斤
、
鮫
鰭
二
万
斤
が
出
荷
さ
れ
た
。
地
元
問
屋
の
扱
高
と
し
て
は
古
里
吉
恩
の
前
川
善
兵
衛
が
安
永
六
年
に
煎
海
鼠
一

万
斤
(
三
五

O
両
)
、
千
飽
五
万
斤
(
一

0
0
0両
)
の
注
文
を
う
け
て
い
る
。
此
の
額
は
大
槌
通
り
の
生
産
と
予
想
し
て
よ
い
と
思
う
。
沿

三陸常磐の漁業地域の変貌

岸
漁
村
の
莫
大
な
現
金
収
入
の
手
段
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
生
産
は
幕
府
の
厳
令
の
も
と
で
部
落
割
と
な
り
、
更
に
幕
末
に
い
た
る
に
及
び

増
産
の
要
求
が
強
ま
り
、
割
増
金
制
度
も
と
ら
れ
、
強
均
に
商
品
化
が
進
め
ら
れ
た
。
此
の
結
果
問
屋
資
本
が
前
貸
制
を
と
り
つ
つ
浜
方

を
支
配
し
、
商
業
資
本
の
漁
民
支
配
と
ヰ
一
一
口
う
形
態
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

個
人
的
部
落
入
会
漁
業
権
が
部
落
割
当
の
俵
物
生
産
の
拠
点
と
な
っ
て
幕
府
権
力
を
背
景
と
し
た
商
業
資
本
の
前
に
利
用
さ
れ
た
と
称

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

刷
、
商
業
資
本
@
近
世
的
展
開
と
漁
業
地
域
:
・
俵
物
生
産
の
発
達
は
沿
岸
根
付
漁
業
た
る
採
藻
採
貝
の
個
人
的
部
落
、
会
漁
業
者
に
現
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金
収
入
の
道
を
与
え
本
来
自
給
的
生
活
補
助
手
段
的
漁
業
経
営
を
貨
幣
経
済
収
入
の
形
態
に
導
入
し
た
わ
け
で
あ
る
。
然
し
て
買
上
げ
、

輸
送
、
金
融
に
つ
い
て
は
長
崎
俵
物
役
人
l
v
江
戸
大
阪
の
請
負
人
↓
地
元
問
屋
↓
生
産
加
工
漁
民
と
言
う
系
統
で
そ
の
支
配
関
係
が
成
立



し
て
い
た
、
地
元
問
屋
は
直
接
生
産
漁
民
に
接
す
る
の
で
前
貸
を
実
施
し
生
産
漁
民
を
統
制
し
、
前
期
的
資
本
の
蓄
積
の
根
源
を
把
握
し
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た
。
そ
れ
等
の
地
元
問
屋
は
且
っ
て
共
同
体
的
な
浦
方
農
山
村
の
地
主
的
存
在
で
あ
っ
た
も
の
で
、
俵
物
の
商
品
化
に
よ
っ
て
前
期
的
商

業
資
本
の
蓄
積
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
俵
物
生
産
と
そ
の
輸
送
に
誘
導
さ
れ
て
そ
の
他
の
水
産
資
源
が
商
品
化
し
、
⑦
寛
政
九
年

の
記
録
で
は
閉
伊
郡
大
槌
浦
の
場
合
、
六
六
隻
の
沖
船
、
十
九
隻
の
肴
船
、
七
隻
の
商
船
、
四
五
七
隻
の
雑
船
が
あ
り
、
鰹
節
、
鰯
搾
粕

赤
魚
搾
粕
、
魚
油
、
鮭
、
鱒
そ
の
他
の
生
産
が
進
み
、
江
戸
、
銚
子
、
浦
賀
及
び
盛
岡
城
下
に
輸
送
さ
れ
て
い
る
。
更
に
明
和
七
年
の
南

部
領
の
状
況
で
は
年
内
十
万
両
の
移
出
物
が
算
せ
ら
れ
、
干
鰯
が
移
出
物
の
大
宗
を
し
め
、
江
戸
、
浦
賀
、
銚
子
に
そ
れ
が
一
輸
送
さ
れ
て

、.牛、
J
n》

、UV』
d'h~
、当

時
南
部
地
方
で
は
伊
勢
屋
佐
十
郎
、
彦
兵
衛
の
両
人
が
問
屋
と
し
て
活
躍
し
た
模
様
で
あ
る
。

江
戸
、
浦
賀
の
千
鰯
商
人
は
本
来
関
東
農
業
の
需
要
に
対
し
干
鰯
販
売
を
し
た
も
の
で
は
な
く
、
大
阪
周
辺
の
棉
作
地
帯
の
金
肥
使
用

に
充
当
し
た
、
も
の
で
あ
っ
た
@
。

関
東
、
東
北
の
鰯
漁
の
進
展
は
四
国
、
九
州
沿
岸
の
鰯
漁
獲
の
減
少
に
対
処
す
る
た
め
に
徳
川
中
期
以

降
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
鰯
漁
の
開
発
は
上
方
漁
民
、
特
に
泉
州
漁
民
に
よ
っ
て
開
発
が
す
す
め
ら
れ
て
来
て
い
る
。

関
東
農
村
に
千
鰯
が
渉
透
し
て
来
る
の
は
元
禄
以
降
で
享
保
頃
に
普
及
し
た
様
子
で
あ
る
o

東
北
農
村
で
は
仙
台
領
に
文
化
十
二
年

(
一
八
一
五
)
、
南
部
領
に
は
天
保
六
年
(
一
八
三
五
)
に
入
っ
て
い
る
。
@
従
っ
て
三
陸
常
盤
に
お
け
る
鰯
漁
も
関
東
以
西
の
農
村
の
需
要

を
対
象
と
し
て
開
発
せ
ら
れ
、
そ
の
中
心
に
江
戸
商
人
の
活
躍
が
あ
る
の
も
開
発
資
本
が
江
戸
の
干
鰯
問
屋
に
握
ら
れ
た
関
係
上
当
然
の

事
と
思
わ
れ
る
。

生
産
漁
民
が
商
業
資
本
の
圧
力
の
も
と
に
圧
迫
せ
ら
れ
て
遂
に
漁
民
一
援
を
起
す
に
い
た
っ
た
事
に
つ
い
て
は
羽
原
博
士
の
報
告
が
あ

る
の
で
略
す
る
が
そ
の
根
本
的
理
由
は
生
産
資
本
が
藩
庁
及
び
之
と
結
ん
だ
問
屋
資
本
に
握
ら
れ
て
漁
民
的
生
産
形
態
を
と
ら
な
か
っ
た



か
ら
で
あ
る
。

三
陸
沿
岸
の
湾
頭
漁
村
の
み
な
ら
ず
鹿
島
灘
沿
岸
の
地
曳
網
漁
業
、
陸
奥
東
岸
の
地
曳
網
漁
業
が
大
を
な
し
、

い
わ
ゆ
る
納
屋
東
落
の

成
立
が
行
な
わ
れ
た
の
は
か
か
る
背
景
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

陸
奥
沿
岸
の
納
屋
来
落
に
山
口
氏
の
研
究
@
で
明
ら
な
如
く
天
明
年
間
以
降
、
八
戸
、
野
辺
地
方
面
よ
り
の
出
漁
定
住
者
に
よ
っ
て
そ

の
原
初
的
形
態
が
と
ら
れ
た
が
寛
延
、
宝
歴
の
頃
八
戸
近
辺
で
粕
釜
七
十
余
が
存
在
し
た
と
青
森
県
史
の
記
す
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
十
八

世
紀
中
葉
に
は
陸
奥
東
岸
の
砂
浜
海
岸
の
鰯
地
向
は
か
な
り
進
展
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
と
思
う
。

鹿
島
浦
の
場
合
は
茨
城
県
水
試
の
報
告
で
は
明
治
十
三
年
の
盛
時
に
水
主
六
十
名
を
持
つ
地
曳
が
百
三
十
張
存
在
し
た
と
あ
り
、
徳
川

末
期
の
成
立
を
予
想
し
て
い
る
。
地
理
学
評
論
十
巻
三
号
の
西
田
氏
の
鹿
島
浦
の
文
化
地
理
的
研
究
に
よ
る
と
納
屋
衆
落
の
成
立
を
墓
碑

記
年
か
ら
推
し
て
元
治
年
間
と
記
し
て
い
る
が
墓
碑
記
年
は
理
葬
年
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
来
溶
の
成
立
は
更
に
三
、
四
十
年
さ
か
の

三陸常磐の漁業地域の変貌

ぼ
っ
て
考
え
て
も
差
支
え
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

鰯
漁
の
発
展
は
干
鰯
の
み
で
な
く
煮
干
、
魚
油
、
搾
粕
、
塩
千
加
工
品
の
生
産
を
発
展
せ
し
め
る
。
宮
古
に
お
い
て
前
川
善
兵
衛
、
豊

島
氏
の
例
が
示
す
よ
う
に
地
曳
網
主
は
本
源
的
に
地
主
的
商
業
資
本
家
で
耕
地
誼
に
山
林
の
大
所
有
者
と
海
運
業
、
質
屋
、
酒
屋
、
魚
仲

買
業
者
で
い
わ
ゆ
る
東
北
型
名
子
制
の
社
会
構
造
の
上
に
立
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
新
聞
の
納
屋
市
探
落
に
お
け
る
鰯
加
工
は
山
口
氏

の
記
す
如
く
、
台
地
を
切
っ
て
流
れ
る
小
川
の
出
口
の
水
を
利
用
し
て
煮
干
、
魚
油
、
搾
粕
、
干
鰯
の
生
産
に
当
っ
た
も
の
で
幕
末
に
は

マ
ニ
フ
ァ
ク
チ
ヤ

1
の
段
階
に
達
し
た
、
も
の
で
あ
っ
た
。
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寛
政
以
降
に
は
鮪
建
網
が
中
心
と
な
っ
て
大
規
模
な
定
置
網
が
発
達
す
る
。
し
か
し
之
も
漁
民
的
生
産
形
態
は
と
ら
れ
ず
「
藩
庁
御
手

引
」
の
各
の
も
と
に
盛
岡
を
中
心
と
す
る
内
陸
資
本
が
そ
の
経
営
の
主
体
性
を
握
っ
て
い
た
⑤
O

そ
の
上
幕
末
弘
化
年
聞
に
な
る
と
此
の



藩
庁
が
南
部
藩
の
蔵
元
た
る
大
阪
の
豪
商
肥
前
屋
篤
兵
衛
、
鴻
池
伊
助
の
た
め
に
米
穀
、
魚
類
の
一
手
売
買
権
を
握
ら
れ
て
し
ま
っ
た
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(
請
負
と
言
う
形
態
で
は
あ
る
が
)

の
で
浜
方
は
此
の
強
大
な
商
業
資
本
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
、
特
に
定
置
漁
業
に
あ
っ
て
は
明
治
初

年
ま
で
全
く
内
陸
資
本
家
に
よ
っ
て
そ
の
用
益
、
経
営
は
独
占
せ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
漁
場
の
エ
ン
ク
ロ

I
ジ
ャ
ー
が
成
立
し
て
い

た
。
地
元
漁
民
が
定
置
の
経
営
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
明
治
八
年
の
公
入
札
に
よ
る
定
置
漁
業
の
免
許
制
度
が
確
立
し
て
か
ら
後

の
事
で
あ
る
。
元
来
宮
古
よ
り
以
南
の
陸
中
、
陸
前
の
定
置
漁
場
は
我
国
四
大
定
置
漁
場
の
一
つ
で
囲
網
に
底
網
を
つ
け
た
大
謀
型
定
置

で
西
南
日
本
の
大
敷
、
北
陸
の
台
網
、
陸
奥
北
海
道
の
建
網
に
対
し
て
東
北
型
大
綱
と
し
て
古
来
有
名
で
鮪
を
漁
獲
し
た
。
漁
業
価
値
が

高
い
と
と
が
商
業
資
本
家
及
び
藩
庁
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
沿
岸
漁
民
に
そ
の
経
営
が
解
放
さ
れ
ず
封
建
的
独
占
を
余
儀
な
く
せ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

沿
岸
根
付
漁
業
す
な
わ
ち
、
採
藻
採
介
と
烏
賊
つ
り
、
鰹
漁
の
如
き
釣
漁
と
突
魚
が
漁
民
一
般
が
従
事
し
た
漁
業
で
あ
る
。
宮
古
、
大

槌
、
山
田
、
気
仙
沼
附
近
の
漁
民
の
一
般
的
漁
業
形
態
は
「
春
は
海
藻
ー
を
取
り
、
夏
鰹
船
に
乗
り
(
雇
わ
れ
)
、
秋
に
飽
を
取
り
、
烏
賊
を

釣
る
」
の
が
常
体
で
あ
っ
た
。
鰹
釣
り
、
鮪
流
し
網
、
延
縄
、
烏
賊
釣
り
は
仕
込
主
親
方
(
商
業
資
本
家
)
か
ら
船
を
借
り
、
漁
獲
物
は
幾

分
の
割
引
を
も
っ
て
船
主
に
一
手
売
却
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

船
主
と
船
子
(
漁
民
)
と
の
関
係
は
三
通
り
の
協
力
の
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
宝
歴
七
年
の
浜
方
諸
役
取
立
次
第
に
は
次
の
如
く

記
さ
れ
て
い
る
。
@

「
鰹
船
釣
溜
、
夏
船
、
代
船
と
申
候
而
三
段
に
有
之
次
第
左
の
通
り
に
御
座
候
、
釣
溜
と
申
候
儀
者
三
、
四
隻
茂
成
者
壱
隻
に
而
茂
所

持
仕
候
市
抱
主
船
子
者
猟
業
仕
候
、
船
子
不
足
に
有
之
候
得
者
給
金
を
以
て
船
子
召
抱
、
猟
業
致
猟
物
不
残
手
前
江
取
揚
巾
候
を
釣
溜

船
と
申
候



夏
船
と
申
候
者
船
諸
道
具
一
色
船
主
よ
り
相
渡
米
者
乗
合
之
船
方
共
面
々
致
持
参
侯
而
猟
業
仕
候
猟
物
之
内
三
ケ
二
船
主
江
取
立
三

ケ
一
船
方
共
徳
用
に
仕
候
を
夏
船
と
唱
申
候

代
船
と
申
候
儀
者
船
主
と
船
子
と
入
用
当
分
に
仕
入
候
而
猟
業
致
候
猟
の
内
三
ケ
一
船
主
、
三
ケ
二
船
方
之
徳
用
相
成
候
を
代
船
と

唱
申
候
」
と
す
る
。
鰹
漁
は
比
較
的
早
く
か
ら
企
業
的
に
成
立
し
た
沖
合
漁
業
で
幕
末
に
あ
っ
て
は
気
仙
沼
地
域
と
牡
鹿
半
島
地
域
に

二
大
集
団
が
形
成
さ
れ
た
。
⑮

近
世
未
期
に
お
け
る
三
陸
常
磐
の
漁
業
地
域
は
北
上
山
地
リ
ヤ
ス
海
岸
根
付
漁
業
、
特
に
採
藻
採
介
に
根
拠
を
置
い
た
俵
物
生
産
地
域

部
落
入
会
の
共
同
体
漁
業
の
下
北
半
島
東
北
岸
の
採
藻
地
域
、
陸
奥
東
岸
、
北
岸
及
び
鹿
島
灘
沿
岸
砂
浜
地
の
地
曳
網
地
域
、
陸
中
陸
前

の
定
置
地
域
、
磐
城
海
岸
の
鰯
鰹
地
域
、
陸
前
の
鰹
漁
核
心
地
域
等
に
大
別
出
来
る
。

例
、
近
代
に
お
け
る
漁
業
地
域
の
形
成

三陸常磐の漁業地域の変貌

近
代
に
お
け
る
漁
業
の
進
展
は
漁
船
の
大
型
化
、
機
動
化
、
漁
業
技
術
の
革
新
に
よ
る
漁
法
の
変
化
、
漁
場
利
用
の
近
代
化
、
加
工
輸

送
の
発
展
に
よ
る
市
場
の
拡
大
等
が
原
因
と
な
っ
て
漁
港
の
性
格
も
変
化
し
、
漁
村
、
漁
港
の
地
域
的
変
化
が
行
わ
れ
て
行
く
、
本
項
で

は
此
の
点
に
視
点
を
置
き
近
代
に
お
け
る
漁
業
の
地
域
的
展
開
を
概
観
す
る
事
と
す
る
。

A 

定
置
漁
業
地
域
の
形
成

定
置
漁
業
の
盛
衰
に
は
労
働
の
生
産
力
よ
り
漁
場
の
生
産
力
が
根
本
的
条
件
と
な
っ
て
作
用
す
る
と
共
に
漁
法
が
個
人
の
単
独
な
労

働
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
で
な
く
特
定
の
人
数
が
体
系
的
な
作
業
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
で
定
置
漁
業
の
地
域
的
形
成
は
漁
場
の
自
然
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的
条
件
と
そ
の
所
有
と
経
営
の
進
化
と
言
う
も
の
が
問
題
に
な
る
。

三
躍
の
大
閣
伊
以
南
の
漁
場
は
岸
深
で
神
出
間
数
は
そ
の
九

O
%
(
一
O
O余
統
)
が
七
百
米
以
内
で
身
網
の
深
さ
六
五
米
内
外
の
理
想



的
な
魚
道
を
抑
え
有
利
な
条
件
に
あ
る
。
従
っ
て
定
置
の
代
表
的
漁
場
は
此
の
地
区
に
集
中
し
て
い
る
。
封
建
時
代
に
あ
っ
て
は
漁
場
は
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落
庁
の
権
力
の
下
に
内
陸
資
本
家
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
八
年
の
公
入
札
に
よ
る
免
許
制
度
の
確
立
後
は
在
地
の
企
業
家

に
そ
の
参
加
が
許
さ
れ
た
。
且
っ
て
封
建
制
下
に
あ
っ
て
は
地
頭
的
領
主
的
経
営
か
商
業
資
本
家
が
名
子
制
度
を
基
盤
と
す
る
低
廉
な
労

働
力
を
背
景
と
し
て
稼
業
せ
ら
れ
た
。
明
治
以
降
に
お
い
て
は
地
元
の
山
林
地
主
、
酒
造
家
、
質
屋
、
問
屋
商
人
が
之
に
参
加
し
て
経
営

の
実
権
を
握
り
、
個
人
所
有
、
個
人
経
営
は
勿
論
の
事
、
組
合
所
有
、
組
合
経
営
の
場
合
に
お
い
て
も
「
株
」
の
大
所
有
者
と
な
っ
て
そ

の
実
益
を
確
保
し
て
い
る
。
此
の
事
は
戦
後
の
漁
業
制
度
改
革
に
お
い
て
も
根
本
的
に
変
化
は
な
い
。

一
九
五
三
年
に
水
産
庁
漁
業
調
整

第
一
課
が
「
制
度
改
革
に
よ
る
定
置
漁
業
権
の
所
有
と
経
営
の
変
化
」
に
つ
い
て
調
査
し
た
が
三
陸
常
盤
で
は
大
型
定
置
七
七
件
の
う
ち

そ
の
大
部
分
が
下
閉
伊
、
気
仙
の
両
地
区
に
密
集
し
、

し
か
も
個
人
所
有
↓
個
人
所
有
は
十
件
中
七
件
で
組
合
所
有
か
ら
漁
協
所
有
は
五

十
六
件
中
十
五
件
、
組
合
所
有
か
ら
個
人
所
有
へ
が
五
六
件
中
三
十
一
件
と
な
っ
て
い
て
、
有
力
な
漁
業
資
本
家
が
改
革
前
か
ら
引
つ
づ

い
て
実
権
を
把
握
し
て
い
る
。
例
え
ば
釜
石
の
場
合
で
も
、
小
壁
、
根
滝
等
の
場
合
で
も
運
営
面
で
は
個
人
五
O
形
、
単
協
三
O
%
、
漁

協
二
C
%
の
権
利
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

定
置
漁
業
は
本
来
漁
場
の
生
産
力
に
基
盤
を
置
い
て
成
立
し
て
い
る
漁
業
で
あ
る
か
ら
不
利
な
漁
場
が
整
理
さ
れ
減
少
す
る
事
は
あ
っ

て
も
地
域
的
に
拡
大
し
た
り
経
営
体
が
増
加
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
経
済
的
に
有
利
な
新
漁
業
が
発
達
す
る
と
資
本
投
下
の
効

果
を
企
業
家
は
考
慮
す
る
か
ら
相
対
的
に
そ
の
経
営
が
消
極
化
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
o

例
え
ば
宮
古
の
場
合
で
は
一
九
四

0
年
代
に
は

定
置
水
揚
は
総
水
揚
の
三
五
%
を
し
め
て
い
た
が
一
九
五
O
年
に
は
十
六
必
に
減
少
し
た
。
此
の
最
大
の
原
因
は
サ
ン
マ
棒
受
網
の
発
展

に
よ
っ
て
漁
民
の
指
向
が
定
置
を
は
な
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
弱
体
漁
協
の
衰
退
が
此
の
結
果
行
わ
れ
、
上
閉
伊
、
九
戸
地
区
で
は
三
C
%

の
定
置
が
消
滅
し
三
陸
南
部
に
の
み
定
置
地
帯
が
凝
集
し
て
い
る
。
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第 1表 l山陸常盤の定置の経営者と大洋漁業の進出

引定置漁場|号A宇|経営者俣)
1 宮古一丁目 山根漁業部 山 根

2 dグ 二丁目 同 上 同

3 グ 三丁目 同 上 |司

4 根 滝 同 上 l司
5 大 飽 水上漁業部 水 上

6 ー ツ 水 小壁漁協 壁一
7 大 入 綾里漁協 綾 里

8 新 主将 同 上 同

9 願 松 同 上 同

10 金 入 個人経営 イ同

11 壁 小壁漁協 壁

12 大 建 漁 t弱 昭和27，大洋
13 茂 回 17 昭30，大洋

14 大 輸 17 昭29，大洋

15 桐 ケ 崎 グ 昭28'，大洋

16 宮城大谷三丁目 大谷漁協 大 谷

17 グ 四丁目 17 同

18 江島二丁目 岩越組 昭31，大洋

19 グ 三丁目 17 岩 越

20 女 )11 大洋漁業 昭31，大洋

21 田代松石 国代、漁協 回 代

22 グ ニ二 石 グ 同

23 網地沖網 山根漁業部 山 I良
24 金華山砂浜 丸良漁業部 丸 良

25 福島壁間漁場 漁協 昭28，大洋|

26 久之浜 グ 漁協

27 青森日本海大洋漁業|酬大洋
28 丸 森大洋漁業昭30，大洋

更
に
定
置
地
帯
の
中
で
も
資
本
的
に
弱
体
な
経
営
体
は
大
資
本
に
統
合
さ
れ
て
行
く
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
も
っ
と
も
著
し
い
例
と
し
て

大
洋
漁
業
(
株
)
の
進
出
が
あ
る
。
此
の
関
係
を
表
化
す
る
と
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。
大
洋
が
三
陸
の
定
置
に
進
出
し
た
の
は
昭
和
二
十

七
年
で
あ
る
。
細
浦
、
清
水
輪
、
大
箱
の
漁
場
は
三
十
年
ま
で
で
現
在
は
や
め
て
い
る
。
大
資
本
が
或
地
域
を
綜
合
的
に
漁
業
地
域
と
し

て
経
営
す
る
場
合
、
単
に
一
種
の
漁
業
の
損
得
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
生
産
、
流
通
、
加
工
、
金
融
及
び
関
連
事
業
の
各
面
に
お
い
て
補
償
関

係
を
成
立
さ
せ
全
体
と
し
て
地
域
の
経
済
構
造
を
支
配
す
る
方
向
に
向
く
、
此
の
件
に
つ
い
て
は
別
項
に
お
い
て
後
述
す
る
事
と
す
る
。



B 

沖
合
漁
業
の
発
達
と
漁
業
地
域
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此
の
項
に
お
い
て
は
鰯
地
曳
↓
鰯
巾
士
一
局
、
鮪
流
網
、
鰹
鮪
一
本
的
、
中
型
底
曳
の
発
展
に
伴
う
地
方
的
漁
港
の
充
実
が
中
心
課
題
に
な

る。
先
ず
鰯
漁
業
の
変
革
に
つ
い
て
は
衆
知
の
如
く
地
曳
網
の
一
般
的
衰
退
が
明
治
二
十
年
代
に
著
し
く
進
行
し
、
九
十
九
里
浜
で
は
明
治

十
五
年
網
数
一
三

O
張
で
稼
業
せ
ら
れ
七
八
万
円
の
収
獲
が
あ
っ
た
も
の
が
十
九
年
に
は
三
五
万
円
、
二
十
一
年
に
は
二
十
五
万
円
と
急

激
に
衰
退
し
、
常
陸
湊
浦
で
は
明
治
十
年
二
十
四
張
の
網
が
二
十
七
年
に
は
五
張
に
減
少
し
、
陸
奥
東
岸
で
は
明
治
十
六
年
三
十
万
石
を

産
し
た
鰯
粕
が
十
九
年
に
は
僅
に
二
万
石
に
減
少
し
た
。
此
の
原
因
に
つ
い
て
は
山
口
氏
詳
細
な
研
究
(
日
本
漁
業
史
八

O
頁
)
が
あ
る

の
で
そ
れ
に
ゆ
づ
る
。

鰯
巾
着
漁
業
は
明
治
二
十
年
代
よ
り
各
地
で
起
り
、
明
治
三
十
年
代
に
は
合
理
的
新
漁
業
と
し
て
地
曳
と
交
替
す
る
。
陸
奥
東
岸
が
二

十
五
年
、
常
磐
が
三
十
六
年
、
地
曳
の
大
漁
業
地
九
十
九
里
は
遂
に
三
十
九
年
に
そ
の
王
座
を
巾
着
に
ゆ
づ
っ
た
。
巾
着
は
大
正
末
期
か

ら
昭
和
に
か
け
て
全
国
に
普
及
す
る
と
共
に
先
進
地
域
で
は
機
動
化
し
た
。
二
一
陸
常
盤
で
は
機
船
両
手
廻
揚
繰
網
、
機
船
一
般
廻
巾
着
網

が
生
長
す
る
。
勿
論
漁
船
は
大
型
化
し
十
五
屯
!
四

O
屯
級
な
も
の
と
な
っ
た
。
漁
場
は
距
岸
二
十
、
混
位
ま
で
出
漁
し
た
。
之
に
伴
っ
て

大
量
的
水
揚
が
行
わ
れ
る
事
と
な
る
の
で
漁
港
も
地
曳
網
時
代
の
も
の
で
は
水
揚
物
の
処
理
が
出
来
な
い
の
で
加
工
処
理
の
可
能
な
地
域

に
水
揚
が
集
中
す
る
。
鰯
巾
若
に
よ
る
大
量
水
揚
を
原
料
と
す
る
油
脂
工
業
が
発
達
し
て
従
来
の
干
鰯
干
粕
を
目
標
と
し
た
加
工
業
と
交

替
す
る
。
従
っ
て
イ
ワ
シ
油
の
精
製
と
之
を
原
料
と
す
る
油
脂
工
業
の
可
能
な
水
揚
地
が
巾
着
網
時
代
の
漁
港
と
し
て
成
立
す
る
。
銚
子

波
崎
、
那
珂
湊
、
塩
釜
、
小
名
浜
、
四
倉
、
石
巻
、
女
川
等
の
漁
港
が
そ
の
中
心
港
と
し
て
成
立
す
る
。
地
曳
網
地
帯
の
納
屋
衆
港
は
大

正
以
降
は
識
業
地
域
と
し
て
の
特
色
が
次
第
に
う
す
れ
、
農
業
環
落
化
し
て
行
く
。
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|中型底曳による水努地別i漁司幾

11青森 8 閉上
o 八戸 9 江名

3 宮古 10. 中之作

4 釜石 11.小名浜
5.気仙沼 12.平磯

I ~石巻 13 鈴子
7 塩釜

• 50万貫

機
船
巾
蒼
の
発
達
に
比
較
さ
れ
る
沖
合
漁
業
と
し

て
機
船
底
曳
網
が
あ
る
。
大
正
中
期
か
ら
昭
和
十
年

頃
ま
で
に
漁
船
の
動
力
化
に
よ
っ
て
そ
の
基
礎
が
築

図

か
れ
た
o

従
来
の
帆
船
に
よ
る
打
瀬
網
に
比
べ
れ
ば

穣
業
能
率
の
よ
い
こ
と
、
機
動
性
に
富
む
事
、
従
つ

1 

て
沖
合
出
漁
が
可
能
に
な
る
事
で
機
船
巾
蒼
と
同
様

に
大
量
漁
獲
が
行
わ
れ
、
漁
港
中
心
に
漁
業
地
域
が

第

再
編
さ
れ
る
。
二
一
陸
常
磐
地
域
、
就
中
金
華
山
沖
は

北
海
道
沿
岸
と
共
に
本
邦
の
二
大
中
型
底
曳
発
達
地

域
で
あ
る
。
第
一
図
此
の
状
態
を
示
す
。
銚
子
、
小

ら
経
営
に
着
手
さ
れ
、

等
の
水
揚
港
で
あ
る
。
三
陸
常
磐
の
底
曳
は
漁
場
に
恵
ま
れ
て
い
る
事
に
よ
り
在
地
の
地
主
的
、
商
業
資
本
家
的
企
業
者
に
よ
り
早
く
か

名
浜
、
江
名
、
塩
釜
、
女
川
、
宮
古
、
八
戸
等
が
之

い
づ
れ
も
地
元
労
働
者
を
主
と
し
て
稼
業
を
行
っ
た
。
戦
後
の
サ
ン
マ
棒
受
網
漁
業
の
発
達
が
行
わ
れ
る
以
前
は

八
戸
1

江
名
問
の
漁
港
の
最
大
水
揚
は
い
づ
れ
も
機
船
底
曳
に
よ
う
て
し
め
ら
れ
て
い
た
。
底
曳
漁
業
は
棲
息
魚
を
捕
獲
す
る
か
ら
資
源

111 

条
件
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で
あ
れ
ば
経
営
は
安
定
す
る
は
ず
で
あ
る
が
い
づ
れ
の
地
医
に
お
い
て
も
沿
岸
漁
業
と
の
聞
に
対
立
を
生
じ
て
い

る
。
こ
れ
は
底
曳
に
よ
っ
て
単
に
沿
岸
資
源
が
減
少
す
る
と
言
う
反
対
以
外
に
底
曳
に
よ
る
大
衆
魚
の
普
及
の
た
め
沿
岸
漁
獲
物
の
商
品

性
の
相
対
的
価
値
の
低
下
が
沿
岸
漁
民
を
苦
し
め
る
事
が
原
因
し
て
い
る
。
資
源
の
保
護
育
成
の
た
め
に
は
禁
止
区
域
及
び
禁
止
期
聞
が
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設
定
さ
れ
る
。
一
ニ
陸
に
お
け
る
中
型
底
曳
の
裏
作
漁
業

は
北
洋
鮭
鱒
の
独
航
船
と
し
て
の
出
漁
で
あ
る
。
独
航

船
と
し
て
相
当
隻
数
が
集
中
し
て
い
る
事
と
底
曳
業
者

が
沖
合
漁
業
に
熟
練
し
て
い
る
事
が
此
の
地
域
を
し
て

北
海
道
と
共
に
独
航
船
船
籍
地
た
ら
し
め
た
。
独
航
船

の
分
布
と
地
区
別
会
社
別
隻
数
は
第
二
図
の
如
く
で
あ

る
。
出
漁
会
社
に
よ
っ
て
基
地
が
異
っ
て
い
る
か
ら
独

航
船
の
船
籍
も
差
が
生
じ
て
い
る
。
昭
和
二
十
四
年
以

降
は
サ
ン
マ
棒
受
網
が
盛
大
に
な
り
底
曳
船
の
裏
作
は

更
に
増
加
し
た
。
此
の
件
に
つ
い
て
は
別
に
後
述
す
る

事
と
す
る
。

鰹
鮪
漁
に
つ
い
て
は
青
野
博
士
の
詳
細
な
研
究
が
あ

る
の
で
略
す
る
が
最
近
の
鰹
鮪
漁
は
遠
洋
漁
業
で
あ
り

今
で
は
魚
群
の
地
先
へ
の
回
波
を
待
っ
て
船
を
出
す
形

態

つ
ま
り
沿
岸
の
自
然
条
件
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る

漁
業
で
は
な
く
な
っ
た
。
従
っ
て
現
在
の
鰹
鮪
漁
港
は

資
本
と
労
働
と
の
給
源
地
と
し
て
と
加
工
、
移
出
の
根
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鰹の水揚高の水産5社の加工場(健詰)

気 イtll 沼 I 226万貫 I 太3洋工場の根拠地，大洋系の青森龍詰KK日冷の

女 I B 7J<t，c川支社の纏詰大洋系の三共水産KK I 

石 巻 I133 グ I B~0) 4工場日水中工場

塩 | 日冷崎健の詰千質，問什|製機即材塩釜食品 大洋の
長 九 ，兼水産

那 珂 湊| 43 グ

大 船 渡 35 グ

i江 名! 8 グ
名浜| 5 グ

第 2表

拠
地
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
、
三
陸
常
磐
の
場
合
は
旧
藩
時
代
に
は
漁

港
、
鰹
節
生
産
地
略
一
致
し
、
釜
石
以
南
の
陸
前
の
沿
岸
地
域
は
鰹
漁

業
地
域
で
あ
っ
た
が
、
沖
合
漁
業

i
遠
洋
漁
業
化
す
る
に
つ
れ
て
根
拠

地
は
特
定
の
大
規
模
港
に
凝
集
し
出
漁
船
籍
地
は
気
仙
沼
を
中
心
と
す

る
地
域
と
牡
鹿
半
島
の
二
地
域
に
水
揚
地
は
気
仙
沼
・
女
川
・
石
巻

塩
釜
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
従
っ
て
且
っ
て
行
わ
れ
た
沿
岸
村
落

の
鰹
節
生
産
@
も
多
く
は
そ
の
姿
を
消
し
、
縫
詰
を
主
と
す
る
加
工
製

造
が
大
洋
漁
業
、

日
本
水
産
を
頂
点
と
す
る
資
本
系
統
の
会
社
に
よ
っ

て
気
仙
沼
、
女
川
、
鮎
川
、
石
巻
、
塩
釜
、
仙
台
に
お
い
て
行
わ
れ
る

に
い
た
っ
た
o

第
2
表
は
此
の
関
係
を
表
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
比
の

地
域
の
水
揚
は
、
鮮
魚
を
由
心
と
す
る
三
崎
の
水
揚
(
一
九
四
七
万
貫
)

焼
津
(
九
七

O
万
貫
)
、
清
水
(
四
一
五
万
貫
)
に
は
及
ば
な
い
が
戦
後
に

お
い
て
秋
万
魚
鱗
詰
、
鰹
、
鮪
鰭
詰
の
加
工
を
主
体
と
す
る
健
詰
工
業

地
域
と
し
て
旧
幕
時
代
の
鰹
漁
地
域
と
は
全
く
性
格
を
異
に
し
て
成
長

し
た
。鮪
に
つ
い
て
も
詳
述
す
べ
き
で
あ
る
が
鰹
と
近
似
の
内
容
で
あ
る
の

で
紙
数
の
関
係
上
此
所
で
は
省
く
。
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北
洋
漁
業
は
大
洋
、

日
魯
、

日
水
を
中
心
と
す
る
巨
大
資
本
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
が
三
陸
常
磐
の
此
の
根
拠
地
は
石
巻
、
塩
釜
で

あ
る
。
此
の
巨
大
資
本
に
従
属
す
る
独
航
船
は
一
九
五
八
年
度
に
て
は
三
陸
常
磐
一
五
一
隻
、
道
東
二
八
三
隻
で
あ
る
。
此
の
船
籍
地
の

概
要
は
前
掲
第
2
図
の
如
く
で
あ
る
。
独
航
船
は
五

O
屯
l
七
O
屯
の
大
型
船
で
な
い
と
許
可
が
得
ら
れ
な
い
の
で
東
北
、
道
東
の
底
曳
船

中
、
大
型
の
も
の
が
そ
の
裏
作
漁
業
と
し
て
母
船
と
結
ぼ
れ
た
。
此
の
裏
作
関
係
は
四
月
か
ら
八
月
ま
で
の
北
洋
と
九
月
か
ら
三
月
ま
で

の
底
曳
と
言
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
が
最
近
サ
ン
マ
棒
受
の
発
達
に
伴
っ
て
底
曳
が
之
に
転
じ
た
も
の
も
多
い
の
で
底
曳
の
み
の
裏
作
と

言
う
わ
け
で
は
な
い
。
巨
大
資
本
の
北
洋
進
出
を
可
能
に
し
之
を
ス
ム
ー
ス
に
し
た
の
は
底
曳
の
隆
盛
地
帯
が
北
洋
に
近
く
、
裏
作
関
係

が
都
合
よ
く
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
コ
一
陸
常
磐
の
場
合
は
底
曳
漁
業
の
発
展
の
上
に
独
航
船
が
生
長
し
た
と
言
う
事
が
出
来
る
。

北
洋
漁
業
に
参
加
許
可
さ
れ
な
い
五

O
屯
以
下
の
底
曳
船
は
四
十
八
度
以
南
鮭
鱒
延
縄
漁
業
に
進
出
し
、
裏
作
関
係
が
成
立
し
て
い
る
。

こ
れ
等
の
根
拠
地
は
石
巻
港
が
主
で
あ
る
。
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刷
、
戦
後
に
お
け
る
漁
獲

漁獲構造図 (1954)

構
造
の
変
化
と
漁
業
地
域
・
:

.
:
一
二
陸
常
磐
地
域
の
戦
後
に

お
け
る
漁
獲
構
造
は
極
め
て

特
異
な
形
態
を
一
示
す
、
す
な

わ
ち
八
戸
を
中
心
と
す
る
。

第3図

白
馬
賊
の
莫
大
な
水
揚
と
釜
石

以
南
の
大
漁
港
の
サ
ン
マ
水



揚
の
大
量
水
揚
で
あ
る
。
此
の
状
態
を
図
示
す
る
と
第
三
図
の
如
く
に
な
る
。
誠
に
明
瞭
に
右
の
圧
倒
的
な
水
揚
が
よ
み
と
れ
る
。

此
の
二
漁
業
の
発
展
ば
全
く
戦
後
の
事
で
そ
の
状
態
は
第
四
図
の
グ
ラ
フ
で
明
で
あ
る
。
サ
ン
マ
の
漁
獲
が
戦
後
急
激
に
増
加
し
た
の

は
棒
受
網
の
発
達
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
年
頃
ま
で
は
巻
網
、
以
降
は
刺
網
、
流
し
網
で
漁
獲
し
た
、
昭
和
期
に
入
っ
て
棒
受

網
が
行
わ
れ
、
火
光
利
用
、
ウ
イ
ン
チ
に
よ
る
網
上
げ
の
敏
速
化
、
タ
モ
利
用
の
集
魚
、
法
及
び
漁
船
の
動
力
化
等
に
よ
り
遂
次
産
額
が
増

加
し
た
が
昭
和
二
十
二
年
よ
り
、
棒
受
網
の
改
良
が
更
に
進
み
、
二
十
四
年
か
ら
は
飛
躍
的
な
増
産
と
な
っ
た
、
流
網
は
二
十
四
年
以
来

サ
ン
マ
漁
獲
高
の
変
化

ーー全 国
・・・・三陸常盤
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姿
を
け
し
た
。
現
在
サ
ン
マ
漁
の
根
拠
地
は
い
づ

れ
も
大
漁
港
で
地
方
的
零
細
港
に
は
サ
ン
マ
は
陸

上
げ
さ
れ
な
い
。
之
は
大
量
水
揚
を
消
化
出
来
な

図

い
か
ら
で
あ
る
。
主
要
港
に
お
け
る
水
揚
サ
ン
マ

の
処
理
状
態
を
見
る
と
第
五
図
の
如
く
で
あ
る
が

4 

地
元
に
お
け
る
鮮
魚
振
売
は
極
め
て
僅
で
殆
ど
が

加
工
と
出
荷
で
あ
る
。
従
っ
て
加
工
施
設
の
あ
る

第

所
か
、
大
量
出
荷
の
可
能
な
海
陸
交
通
の
便
な
港

湾
都
市
で
な
け
れ
ば
サ
ン
マ
水
揚
港
と
な
り
得
な

ぃ
。
塩
釜
は
加
工
特
に
纏
詰
の
発
達
し
た
港
、
石

巻
は
冷
凍
港
と
し
て
の
特
色
が
み
と
め
ら
れ
る
が

近
年
巨
大
資
本
を
持
つ
水
産
五
社
は
冷
凍
、
製
油
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櫨
詰
等
の
部
面
で
積
極
的
な
進
出
を
示

し
て
、
陸
前
水
産
加
工
地
域
を
形
成
し

つ
つ
あ
る
。
サ
ン
マ
漁
業
は
北
洋
漁
業

と
裏
作
関
係
に
あ
り
、
底
曳
船
、
巾
着

港別処理別サンマ加工図

船
、
鰹
鮪
船
、
突
棒
船
が
季
節
的
に
サ

ン
マ
棒
受
網
船
に
転
業
出
来
る
の
で
五

屯
級
の
小
型
船
か
ら
二

O
O屯
級
の
大

型
船
ま
で
比
較
的
小
額
経
費
の
設
備
で

出
漁
出
来
る
の
で
中
小
漁
民
に
と
っ
て

も
比
較
的
参
加
の
容
易
な
漁
業
で
あ

る
。
従
っ
て
三
陸
へ
の
出
漁
船
も
か
な

第5図

り
広
範
囲
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
二
十
八

年
度
の
着
業
船
は
、
青
森
八
、
岩
手
九

七
、
宮
城
一
七

O
、
福
島
三
七

O
、
茨

城
ご
ニ
五
、
千
葉
二
四
九
、
東
京
六
五

静
岡
六

O
、
一
二
重
二
二
、
香
川
一
玉
、

宮
崎
一

O
、
神
奈
川
七
と
な
っ
て
い



る。
此
の
サ
ン
マ
漁
業
と
同
様
に
戦
後
急
速
に
水
揚
を
増
加
し
た
の
が
八
戸
の
烏
賊
の
水
揚
で
あ
る
。
之
に
つ
い
て
は
川
本
氏
の
詳
細
な
研

究
が
あ
る
の
で
略
す
る
が
増
獲
の
原
因
は
火
光
利
用
、
漁
船
の
大
型
化
、
浅
利
式
及
び
廻
転
式
連
結
式
諒
法
の
採
用
に
よ
る
漁
獲
効
果
の

向
上
に
あ
る
。
昭
和
二
十
三
年
ま
で
は
八
戸
で
は
機
船
底
曳
網
の
漁
獲
が
最
高
で
年
閉
そ
れ
が
三
四

O
万
貫
、

い
か
漁
は
九

O
万
貫
に
す

ぎ
な
か
っ
た
が
二
十
六
年
頃
よ
り
右
の
原
因
に
よ
り
漁
獲
構
造
は
一
変
し
、
そ
の
九

O
男
以
上
が
企
業
的
沖
合
漁
業
化
し
、
機
船
底
曳
船

の
如
き
中
型
漁
船
が
道
南
に
ま
で
出
漁
し
遂
に
千
五
百
万
貫
の
年
間
水
揚
を
産
し
、
本
邦
い
か
漁
港
の
最
大
と
な
っ
た
。
此
の
現
象
は
単

に
八
戸
に
と
ど
ま
ら
ず
下
北
半
島
の
大
畑
港
の
如
き
地
方
的
小
漁
港
を
さ
え
活
力
を
与
え
、
本
邦
有
数
の
い
か
漁
港
た
ら
し
め
た
。

八
戸
に
お
け
る
莫
大
な
烏
賊
の
水
揚
は
当
然
そ
の
加
工
業
を
発
展
せ
し
め
、
鰻
、
塩
干
鰻
、
生
乾
鰯
の
他
塩
干
、
烏
賊
油
、
味
付
纏
関

の
製
造
等
烏
賊
加
工
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
が
発
達
し
た
。
陸
前
の
サ
ン
マ
漁
港
が
多
く
は
巨
大
資
本
系
統
の
加
工
場
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て

三l塗常磐の漁業地域の変貌

い
る
の
に
対
し
、
八
戸
の
業
界
は
そ
の
大
部
分
が
地
元
資
本
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。

mw
、
三
陸
常
磐
地
域
の
水
産
五
社

戦
後
に
お
け
る
漁
業
地
域
の
変
化
の
中
で
最
大
の
特
色
は
多
獲
性
魚
類
、
す
な
わ
ち
、
サ
ン
マ
、

イ
カ
、

ア
ジ
、
サ
パ
、

イ
ワ
シ
等
の

魚
類
の
飛
躍
的
水
揚
の
増
加
が
も
た
ら
し
た
水
揚
港
の
盛
衰
現
象
で
あ
ろ
う
。
山
陰
地
方
で
も
西
九
州
に
お
い
て
も
、
此
の
三
陸
常
磐
地

域
で
も
近
々
十
年
間
の
問
に
異
状
な
変
化
が
行
わ
れ
た
。
先
ず
、
水
揚
が
特
定
の
大
漁
港
に
集
中
す
る
事
で
あ
る
。
大
量
の
水
揚
を
地
方

的
小
漁
港
で
は
消
化
出
来
な
い
か
ら
、
鮮
魚
出
荷
、
加
工
、
冷
凍
蔵
の
出
来
る
港
が
水
揚
港
の
条
件
と
な
る
。
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塩
釜
、
気
仙
沼
を
中
心
と
す
る
陸
前
の
大
漁
港
に
水
揚
が
集
中
し
た
の
は
右
の
原
因
に
よ
る
。
三
陸
常
磐
の
巨
大
水
揚
は
現
在
サ
ン
マ

が
そ
の
代
表
で
あ
る
。
従
っ
て
現
在
出
荷
、
加
工
、
冷
蔵
業
の
中
心
は
サ
ン
マ
漁
を
中
心
に
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。



今
一
九
五
三
年
度
水
産
庁
統
計
を
資
料
と
し
て
主
要
企
業
体
を
調
査
し
て
見
る
と
極
め
て
特
異
な
事
実
に
亘
面
す
る
。
す
な
わ
ち
漁
業
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関
係
会
社
の
分
布
を
資
本
金
三
百
万
円
以
上
を
条
件
と
し
て
摘
記
し
て
見
る
と
、
八
戸
、
宮
古
、
釜
石
、
気
仙
沼
、
女
川
、
鮎
川
、
石
巻

塩
釜
、
磐
城
、
那
珂
湊
等
に
集
中
し
て
来
る
。
更
に
そ
の
内
容
を
個
別
に
調
査
し
て
み
る
と
第
3
表
に
示
す
よ
う
な
結
果
と
な
る
。
念
の

た
め
一
九
五
九
年
五
月
再
調
査
し
て
修
正
を
施
し
た
が
大
勢
の
変
化
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
大
洋
、
日
冷
を
頂
点
と
し
て
水
産
五
社
が

大
き
く
進
出
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
本
来
近
海
捕
鯨
の
根
拠
地
と
し
て
進
出
し
、
北
洋
漁
業
の
独
航
船
を
此
の
地
区
で
確
保
し
、
鰹
鮪

諏
業
へ
の
仕
込
み
、
製
氷
冷
蔵
業
の
経
営
等
戦
前
か
ら
此
の
地
域
に
拠
点
を
持
っ
て
い
た
が
、
戦
後
マ
・
ラ
イ
ン
等
に
よ
る
漁
業
地
域
の

制
限
の
た
め
、
遠
洋
漁
業
の
内
地
沿
岸
復
帰
の
節
、
更
に
そ
れ
を
強
化
し
、
そ
の
資
本
力
に
よ
り
沿
岸
漁
業
と
の
競
争
に
打
勝
っ
て
そ
の

勢
力
を
植
え
つ
け
た
の
で
あ
る
。
特
に
最
近
に
お
け
る
特
色
と
し
て
は
健
詰
業
の
進
歩
で
あ
る
。
日
冷
が
塩
釜
に
作
っ
た
千
賀
捕
工
場
は

東
洋
第
一
を
ほ
と
る
も
の
で
、
秋
万
魚
、
鰹
鮪
、
鮭
鱒
等
の
魚
類
よ
り
果
実
櫨
詰
に
い
た
る
ま
で
極
め
て
幅
広
い
製
造
を
行
っ
て
い
る
。

勿
論
巨
大
資
本
が
単
独
な
事
業
に
散
布
的
に
資
本
を
投
下
す
る
事
は
な
く
、
出
荷
荷
受
機
関
、
貿
易
、
造
船
、
造
機
、
石
油
、
漁
網
、

船
炉
、
肥
料
、
魚
油
、
金
融
等
に
い
た
る
ま
で
投
資
網
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
単
に
前
表
に
お
け
る
進
出
状
況
は
そ
の
一
部
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
漁
業
地
域
の
盛
衰
を
根
源
的
に
支
配
す
る
力
が
漁
業
が
既
に
商
品
生
産
を
目
的
と
す
る
経
済
活
動
で
あ
る
限
り
資
本
力
で
あ
る

事
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
資
本
の
大
半
を
支
配
す
る
水
産
五
社
が
陸
前
地
区
に
集
中
進
出
し
、
水
産
経
済
の
中
枢
に
あ
る
事
は
五
社
の

活
動
を
核
と
し
て
此
の
地
域
の
水
産
業
が
大
き
な
影
響
を
》
つ
け
て
変
化
し
て
行
く
事
を
想
像
せ
し
め
る
。

資
本
制
漁
業
の
発
達
が
大
漁
港
中
心
の
水
揚
を
招
来
し
た
た
め
弱
小
漁
港
が
衰
退
し
て
行
く
、
此
の
現
象
は
北
上
沿
岸
の
宮
古
、
大
槌

山
田
、
久
慈
等
の
漁
港
を
し
て
船
籍
港
で
は
あ
る
が
水
揚
港
で
な
い
港
た
ら
し
め
た
。

側
、
結
び
:
:
:
三
陸
常
磐
地
域
の
漁
業
は
共
同
体
的
な
沿
岸
根
付
漁
業
か
ら
水
産
五
社
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
資
本
制
大
漁
業



第3 表三陸常磐:!~越における水産五社の進出状態
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延
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ま
で
極
め
て
多
様
な
漁
業
が
分
布
す
る
。
此
の
様
な
複
雑
な
状
態
の
経
済
構
造
を
系
統
的
に
分
類
し
、
そ
の
歴
史
的
位
置
づ
け
が
充
分
に

行
わ
れ
て
そ
の
上
に
漁
業
地
域
の
設
定
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
社
会
科
学
的
に
妥
当
性
の
あ
る
漁
業
地
域
と
称
す
る
事
は
出
来
な
い
。
筆
者

は
本
文
に
お
い
て
特
定
の
漁
業
地
域
の
設
定
を
行
う
事
を
さ
け
、
三
陸
常
磐
の
漁
業
地
域
の
変
貌
を
近
世
以
降
の
主
要
漁
業
に
つ
い
て
概

観
し
、
今
後
追
氷
す
べ
き
本
地
域
の
漁
業
地
域
の
展
開
の
系
統
佑
に
つ
い
て
の
一
試
石
と
す
る
に
と
ど
め
る
。

三陸常磐の漁業地域の変貌121 
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